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複合災害科学部門　防災・減災計画分野

3次元比抵抗と常時微動計測を併用したため池堤体の損傷度評価

鈴木　哲也・森井　俊広・河合　隆行

1.　はじめに

　地震動に伴うため池堤体の脆弱性は，東日本大震災において顕在化した．農業用ため池の総数は約21

万ヶ所と膨大な施設規模となっており，補修工や補強工の必要性が見直されている1）．老朽化したため

池堤体の漏水や劣化現象は，非破壊検査により検出・評価される事例が多い．一例として，小林らは比

抵抗電気探査を用いて老朽ため池の漏水領域の特定と改修効果を定量的に評価している2）．この他に電

磁レーダ法3）や弾性波法4），常時微動5）などが用いられている．

本研究では，東日本大震災により被災した2ヶ所のため池堤体を対象に損傷時（Case 1）と改修後（Case 

　2）の常時微動を計測し，スペクトルデータ特性から改修効果を定量評価することを試みた．パラメー

タにはH/Vスペクトル比を用いた．本報では，計測施設の損傷状況を外観した後に，H/Vスペクトル比

の特性について考察する．

2.　実験・解析方法

　計測施設は，G県に立地する農業用ため池であるA池とB池である．A池は1933年に築造され，堤高

19.7m，総貯水量128.3万ｔである．東日本大震災後，堤頂部において堤軸方向に進展したひび割れが顕

在化した（図1）．損傷時のA池堤体に関する比抵抗電気探査結果の概要を図2に示す6）．B池は1950年に

築造され，堤高18m，総貯水量128.3万ｔである．東日本大震災以後の損傷状況は，A池と同様に，堤頂

部においてひび割れ損傷が顕在化した．被災後の改修工事は，A池，B池ともに損傷部位の除去と再盛

土が行われた．

　常時微動の計測は，堤体頂部を等間隔に左右端部2ヶ

所および中央部3ヶ所の計5ヶ所と堤体の下流側中央最

図2　A池堤体部の比抵抗分布図1　A池堤体部の損傷状況（2011年7月）
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下部1ヶ所の計6ヶ所を計測した．実計測には，

3軸微振動検出器（昭和測器社製）を用いて，

提軸方向：x，堤軸直角方向：y，垂直方向：z

とした．計測周波数は100Hzとし，10分以上の

計測を実施した．解析には，環境ノイズが時刻

歴波形データにおいて確認されなかった1024

データを用いて評価した．評価パラメータには

H/Vスペクトル比を用いた．本指標は，常時微

動の加速度波形をフーリエ変換することにより

得られるパワースペクトルの上下動と水平成分

の比である．本指標により，計測対象（本研究

ではため池堤体）の振動特性を評価することができる．

 

3.　結果および考察

　検出した時刻歴波形からFFT解析を行い，H/Vスペクトル比を算出した．解析結果の標準偏差とピー

ク周波数の関係から損傷部と健全部とを分類できることが明らかになった（図3）．図中の平均ピーク周

波数とは，1計測において抽出される10データの平均値を示している．損傷部位では，H/Vスペクトル

比のバラツキが大きくかつピーク周波数の増加が確認された．

図2に示す比抵抗電気探査の結果と比較すると，比抵抗値の異常を確認したNo.2，No.3およびNo.4の改

修前において特異な常時微動特性を確認した．このことから，振動現象の変質を捉えることにより，た

め池堤体の損傷度や老朽化ため池において危険度評価が可能になるものと考えられる．

 4.　まとめ

　ため池堤体を対象に比抵抗電気探査と常時微動特性から損傷度評価を試みた結果，パラメータを適切

に選定することにより定量評価は可能であることが明らかになった．
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図3　H/Vスペクトル比
（A池堤体，H：Y方向）


